
平成２８年１０月 
（平成２８年度版） 

平成２７年９月 関東・東北豪雨（茨城県常総市付近） 

各種の出前講座等を受け付けています。詳細は下記までご連絡ください。 

お問合せ先 

URL： http://www.cbr.mlit.go.jp/shizukawa/  

＜問い合わせ先＞国土交通省 静岡河川事務所 調査課 ＴＥＬ ０５４－２７３－９１０４ 

これまでの整備状況・整備効果 

島田市牛尾地区では、牛尾山により河道断面が不足↑ 
しています。開削工事により、川幅が約150m広がり 
洪水時の水位を低下させ、洪水氾濫を未然に防ぐことが
可能となります。平成29年度に完成予定です。 
※河口部の河道掘削も今後予定されています。 

【安倍川】堤防強化事業 

【大井川】牛尾河道掘削事業 

河川整備計画に基づき、計画的に河川改修工事（ハード対策） 
を実施しています。 

関連ホームページ 

静岡河川事務所の
ホームページで、 
「安倍川・大井川の 
取組方針」に関する 
情報を入手できます。 

堤防整備率（平成28年3月時点) 安倍川 ７１％ 大井川 ９５％ 

静岡市葵区弥勒地先 

川幅が150m広がる 

平成２７年９月関東・東北豪雨では、堤防が決壊し、家屋の倒壊・流失や広範囲
かつ長時間の浸水が発生しました。さらに、避難の遅れも加わり、近年の水害では
類を見ないほどの多数の孤立者が発生しました。また、近年、全国で大規模な水害
が発生し、大きな被害が多発しています。 
 

 大規模な水害に対して、 
「被害軽減を図るためには私達自身が 
日頃から防災意識を高め、社会全体で 
備える」必要があります。 

次のページで 
取組を紹介します 

※堤防整備率とは、堤防の形が完成した割合を示します。 

安倍川・大井川  
大規模氾濫に関する 
減災対策協議会 

大規模な水害に対し減災を図るため、流域市町 
（５市２町）・静岡県・静岡地方気象台・静岡河川 
事務所・長島ダム管理所は、水防災意識社会の 
再構築を目指して、協議会を設置し「目標達成 
に向けた３本柱の取組」を一丸となって進めて 
います。 

←左岸3.25ｋ～8.5ｋ区間を 
緊急対策特定区間として 
平成15年度から平成20年度 
にかけて工事を実施しました。 
工事により、堤防断面が大きく
なり、水害に対する安全度が
高くなりました。 

機関名 電話番号 機関名 電話番号

静岡市　危機管理総室 054-221-1241 静岡土木事務所　企画検査課 054-286-9321
島田市　危機管理課 0547-36-7143 島田土木事務所　企画検査課 0547-37-5272
焼津市　危機対策課 054-623-2554 中部危機管理局 054-644-9168
藤枝市　河川課 054-643-3516 静岡地方気象台 054-286-6919
牧之原市　防災課 0548-23-0056 長島ダム管理所 0547-59-1021
吉田町　防災課 0548-33-2164 静岡河川事務所 054-273-9104
川根本町　建設課 0547-56-2227



３．「社会経済被害の最小化」のための取組 

２．「逃げ遅れゼロ」のための取組 

３本柱の取組 

※「水防災意識社会の再構築」とは、「堤防などの施設では守り切れない大洪水
は必ず発生する」という前提にたって、大規模な洪水が発生した場合においても、
逃げ遅れる人をなくす、経済被害を最小化するなど、減災の取組を社会全体で 
推進していくものです。 

１．「住民の防災意識の向上」のための取組 

１．住民の防災意識の向上 

迅速な避難と被害の最小化に
向けた地域住民の防災意識 
向上のための取組 

２．逃げ遅れゼロ 

逃げ遅れゼロに向けた迅速 
かつ的確な避難行動のため 
の取組 

３．社会経済被害の最小化 

洪水氾濫による被害の軽減の
ための水防活動・排水活動 
の取組 

洪水氾濫の未然防止・被害軽減のための取組 
「安倍川」                「大井川」 

ソフト対策 

○水害リスク情報の提供 
洪水氾濫による浸水範囲などを時
系列に分かりやすく表示。 
静岡河川事務所ホームページにて
Ｈ２８年度末公開予定 
↑（静岡河川） 

○小学校で 
水防災教育 
を実施 
←（静岡県） 

○河川改修事業          ○河川防災ステーション         

中島地区（焼津市）    川尻地区（吉田町） 

水防活動等の拠点として、大井川河川
防災ステーションを２箇所整備（予定） 

堤防を高くすると共に護岸整備
を実施（静岡市葵区油山地先） 

○水害リスクの高い箇所 
を住民の皆様と共同で 
点検を実施 
←（島田市） （吉田町）→ 

○水防訓練を継続して 
実施↑（藤枝市） 

○地域住民への  
   啓発活動 

（牧之原市）→ 

○気象庁では気象警報等に関連する 
「危険度の色分け」等の改善を図り 
平成２９年度から気象庁ホームページで
公開予定（静岡地方気象台） 

○避難情報等の的確な発令と迅速な情報伝達 
                      （流域市町） 
  例 スマートフォンによる情報配信 
     タイムライン（防災行動計画）の作成 
      要配慮者の避難確保 

平成２８年度から平成３２年度までの今後５年間の目標です。 

主な取組 

○長島ダムの洪水調節効果を最大限発揮（川根本町・長島ダム） 

住んでいる場所の危険性を知り、日頃から防災意識を高めましょう 

各種情報を入手し、自分の命は自分で守るようにしましょう 

被害を軽減するため、迅速な水防活動や排水作業の備えを強化します 

○排水ポンプ車の配備（左） 
○ドローンによる災害状況の把握（右） 

緊急情報
「例」 
○○市に 
避難情報 
が発令 

スマートフォンなどに 
自動的に情報を配信 

ソフト対策 ハード対策 

ソフト対策 

現在作成中 

（焼津市） 
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